
l 健康日本21中間評価の総括   

健康日本21の中間評価では、中間実績値を踏まえ、健康日本21の目標達成に   

向けた今後重点的に取り組むべき課題と新たに講ずべき施策を提示した。   

今般成立した医療制度改革関連法により、今後の生活習慣病対策の制度的枠組み   

は提示された。今後は、まず、医療保険者による健診・保健指導の実施を始めとす   

るこの医療制度改革関連法の平成20年度の円滑な施行に向け、精力的な準備を進   

めることが必要である。特に、国は、医療保険者による健診・保健指導の実施体制   

の準備が円滑に進むよう、標準的な健診・保健指導のプログラムや医療保険者の準   

備作業の行程表等を提示していくとともに、今後は、都道府県が中心となって、医   

療保険者、市町村等の関係者の役割分担と連携の促進を図っていくことになるため、   

都道府県における健康増進計画の内容充実に向けた関係者の協議等が円滑に進む   

よう、積極的に支援していくべきである。  

また、産業界との連携が必ずしも十分でなかったことなど、これまでの国民運動   

としての取組の課題を踏まえた抜本的な充実強化を図り、健やかな生活習慣が爽快   

で気持ちのいいものとして国民の間に広く文化として定着するよう、「食事バラン   

スガイド」、「エクササイズガイド20′06」、「禁煙支援マニュアル」といったツールを   

積極的に活用し、メタポリックシンドロームの概念や生活習慣病予防の基本的な考   

え方を普及するなど、ポピュレーションアプローチを積極的に展開することにより、   

医療保険者が中心的な役割を担うハイリスクアプローチとの相乗効果によって、国   

民の健康増進や生活の質（QOL）の向上を目指し、生活習慣病対策の成果を着実に   

挙げていくことが求められる。  

健康日本21の最終評価まで残された期間は長くはないが、国、都道府県、市町   

村、医療保険者、保健医療関係団体、産業界といった関係者が総力を上げ、生活習   

慣病対策が抜本的に充実強化されることにより、最終評価までに対策の具体的な成   

果が挙がることを期待したい。  
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健康日本21中間評価報告書案の概要  
健康日本21の全般的な評価   

健康日本21は、健康づくりに関する各種指柑こついて数値目棟を投乱、国民が一体となった健康づくり運動を推進する手法を導入したことにより、国民の健康指標に関する各種  
データの体系的・継続的なモニタリング、評価が可能となった。  
また、都道府県及び市町村においては、健康増進計画の策定が進んでおり、全ての都道府県で都道府県計画が・約半数の市町村で市町村計画が策定されている。  
健康日本21の中間評価における中間実績値からは、例えば、脳卒中、虚血性心疾應の年齢調整死亡率の改善傾向が見られるものの・高血圧・糖尿病の患者勤ま特に中高年男  

性では改善していない。また、肥満者の割合や日常生活における歩数のように、健康日本2頂定時のベースライン値より改善していない項日や、悪化している項目が見られるなど、  
は必ずしも十分ではない点が見られる。  これまでの進捗戦況は全体として  

分野別の取組  今後の方向性  

0 策士・食生活  

・健診後の栄毛楕導の充実  
・「食事バランスガイド」の書及啓発や食環境整情の   
推進  

・食育と連動した国鳥運動の推進  
・行政における管理栄壬士の配tなどの体制整傭  

0 身体活動・運動  

・健診後の運動指導の充実  
・「エクササイズガイド2∝I6」の書及啓発   

■健康運勤指導士等の育成の促進  
・ウオーキングの普及など運動に親しむ環境の整備  

○ 休暮・こころの健康づくり   
・自殺対策の推進  
・邑殺対優に関する研究の推進  

○ たばこ  
・新規喫煙者増加の防止  
・禁煙指♯の充実  
・さらなる対策の充実  
〔喫煙車減少のヨ穣設定、価格の引き上げ）  

0 アルコール  

・多士飲酒者対策の充実  
・未成年の飲酒防止の徹底  

○ 歯の健康  
・地域の実情に応じた幼児期及び学童期のう蝕予防  

0 糖尿病  
・メタポリッウシンドロームに着月した効果的な健診・   
保健相導の実施  

・一次予防の充実  
・♯尿病予防のための戦略研究の推進  

0 循環器病  
・メタポリツクシンドロームに着目した効果的な腱診・   
保健相導の菓施  

・一次予防の充実  
0 がん  

・がん検診の推進  

ポピュレーションアプローチ  
（健康づくりの国民運動化）  

○総花主義的でターゲットが不明確  
（「誰に何を」が不明確）   

0巨l機運成に向けた効果的なプログラム  

やツールの霹開が不十分  

0政府全体や産業界を含めた社会全体  
としての取組が不十分  

0代表白橿境目の選定  

（都道肝県健康増進計画に目標値投定）   

→ホ道府県健康増進計画改應ガイドライン、都道府県   
健廣・栄暮調査マニュアルに沿った計画の内容充実  

0新規月欄礪旧の設定  

0効果的なプログラムやツールの讐及啓儀、定期的な見直し  

0メタポリッウシンドロームに着目した、運動晋¶の定着、  
食生活の改善等に向けた書及啓発の徹底  

ハイリスクアプローチ  
（効果的な健診・保健指導の実施）  
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0医療保険者、市町村等の関係者の  
役割分担が不明確  

0医療保険者による側牡以上の被儒傾看・被扶養者  

に対するメタポリツウシンドロームに着目した健診一環健  
指導の着実な実施（20雌牛度より）  

0生活晋慣痛手肪のための綬準的な健診・保健指導プ  

ログラムの提示、走期的な見直し  

産集界との連携  

0産業界の自主的取組との一層の連携  

0保健持漕手業者の質点び暮の確保  

人材育成（医療関係者の資質向上）  

0保健師、管理崇壬土筆医療関係者の  
資質の向上に関する取絹が不十分  

0現状把握、施策絆価のための   
データの収集、整傭が不十分  

0臥都道府県、医療関係者団体、医療保検舌団体等が  
連携した人材養成のたぬの研修等の充実  

エビデンスに基づいた施策の廉開  

0アウトカム騨価を可能とするデータの把握手法の見直し  

0国民健康・栄養鍋蓋の在り方町見直しの検肘  

0都道府県・市町村等の取組状況心定期朋な把握  一次予防の充実  
策3次対がん総合概略研究の推進  



‖ 健康日本21中間評価実績値と今後の課題一覧  

［コ  
代表目標項目  新規目標項目  

1．1  適正体重金線持している人の増加 （肥満者響¢■倉〉   i8．8サb   21、ヰl縮   ①せ診後の兼業指導の充実  

亡）旦ロー’棉龍代搾性の肥満者  24「3％   之9．0サb   1弓サb以下  

d】ヰロー息q瞳代女性の艦凛看  25．2％   24．8％   ②「食事バランスガイド」の普及  
啓発や食環境整備の推進  

■）2D－ヰ0慮代   之丁．1恥／日  26．丁‰／日  25サb以下  （産業界との連携の推進）  

1▲3  嚢吐摂ヤーの滅少 （1自出たり由平珪l寝 さ）成人   1a．5■／日  11．2g／日   10■未満  

血書）           十■  好捕取1の増加 （1日纏tq瓜平鰻l無血■†   正成人  ③食育と連動した国民運動の 推進  

a）牛事L・乳製品   10丁■／日  101g／日●■  130■臥上  
カルシウムに■む食品の摂取量の増加  

1．5   （成人）  b）玉類   76g／日   651／日｝   瓢行政における管理巣兼士の  
（1日当たりの平均摂取暮〕  

¢）緑井色野菜   98g／日   89p／日＊蠣  120■以上  
配置などの体制整備  

自分のま正体王を駿職し、体重コント  62．6％   80．2†も   90％以上  
1．0   ロールを実践すも人の増加  

（輿はする人の割合）   b）女性〈15鑓臥上）   80．1％   TO．3サー   001掩以上  

■ヰ坤し藤披生  8．0％   ¢．2サも   OIち  

1．丁  触を欠土する人の戚少 血  
（欠暮する人劃食）  b）男性（2切■ナt）   亭2．計％   84．台■も   16サl以下  

柴  
仁）男性（き0畿代）   20．5％   25．8％   15％以下  

暮  
のサ加   

56．8％＊   61，0サb   TO％以上  

食   20．1サも   1会．0サb   30ウも垢1上  

生  
岳  b）女性（20－69鎗ユ   41．DIも   4（）．4％   55％以上  

自分の舅正体重を穫持することのできる  65．6≠事   891Iも   80％以上  
1．10   t事t奮理解している人の増血  

（増している人の割合）   b）成人女性   730サb■   丁50，も   自0％以上  

自分の量生急に間欄があると思う人のう  55．6Iも   59．1％   80％以上  
1．11   ち、彙土着の改書意欲のある人の増加  

価書鸞敬のある人¢勧告）   b）成人女性   67．7，も   6T．3％   80％臥上  

ヘルシーメニューの攫供の増加と利用の 促進  34．4サb  80％以上  

1．12    （提供数、利用する人の一句含）  
tt層＿t■黙り■1叫¢鴫1鞘．暮■■■亡．′くっシュの  4ユ．0％  

とhたメェ1－せ■♯してい上上息うtt   

50鴫E」上  

攣℡の■の増加とさ加の促進  
（掌晋の廿の数、辛℡に蓼加する人の飼  8．1I‘   丁4サち   10サー以上  

1．13    含）  

■＝」ブ■h1＼1：  
■tl川u沌止■1た人血帥   

14．71鵜   15．3％   30サー以上  

攣℡や活勤の自主グループの増加  2．ヰサも   3、5サも   5サb以上  

114   （自主グループの敷）  
叫や■■l＝J■■世虞■l＝訂ナ与■■鴨■書行う■i的な  

■■り轟t点り．靭▲もlⅥ‡線量1事叫l＝率加島■があi■の℡●   丁．8サb   7．4サも   15サb以上  

成人（20凸以上）  

ま1  土■的に1動を心がけている人の増加   山男性   51．8サb   54．29も■   

（貴鰍的に遷動をしている人の勘合）  
、健診後の運動渚♯の充実  

53．1サ♭   55．5％●   63％以上  

とヱ  日鸞生活における歩畿の増加  山男性   8．202歩   ②「エクササイズガイドZ叩6jの  
（日♯生活l＝おける歩数）  

ヱ  b）女性  7．282歩   書及啓発  

間書の増加  山男性  28▲6Iも   88し⊆川嶋   3g％以上  

鼻 体  b）女性   24．6％   ヱ5．8％  ⑨指導者の育成の促進  

話   

外出について積極的な態度をもつ人の  
8）男性（60歳以上）   5【l．8サも   518如   ④環境整備  

運  b）女性（¢0鐘以上）   5910％   51．4サ帥   7DI●以上  
動  

G）全体（80歳以上〕   46，3％   38．7サb■   56％以上  

何らかの地域活動を実施している者の   
之5   櫨加  

48．3％   66．0％■   58％以上  

（地域着動を菓施している人）   b）女性（¢○廣以上）   39．丁恥   61．0サも■   60％以上  

日♯生活における歩簸の増加  ●）男性（70嵐以上）  5、488歩   弓．さ88歩  6．700歩以上  
乙8   （日常生活の歩数〉  

b）女性（70華以上）   4．604歩   8．さ17歩  6．000歩以上   
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2  

身   

活  体   
勤  

■ 
6・■鎖線「■ 生活野農：∴  

皿  ストレスを感じた人のガ少  
a  8】全句平均  546％  6之．2恥  49％以下  

4）自殺対策の推進  
によ祖陣  

せ休 慮♯  れ）全国平均  25．1ウも  之1．2附  21％以下  
占hない人  ②自殺封矧＝闇する研究  

づ・ くこ  
写．3  コ   の確保のために睡眠補助品 8）全句平均  141サb  178％■  131沌以下  ／i：√：  

りこ   
ろ  

の  ご ≒．こ▲．  31．755人     30．5さ8人       22、000人以下   

■）肺がん  84．＄りも  8丁．5帥  1DO％  

b）疇息  5g．0，も  63、4恥  q）新満喫煙者増加の防止  

¢）気t王炎  65．5，も  66「6如  100サも  

喫煙が及ぼす儀t影響についての十分  40．5％  45．8明叶  
tl   な知陣の甘及  

②禁煙指導の充実  
（知っている人の勘合）  ●】臨卒中  851％  43．6，も＊  100％  

勺よ瘍  3ヰ1％  33、5I餌  ③さらなる対策の充実  

d妊嬢に朋遷した井♯  7；I．6％  8き．2恥  100％  

h）書朋病  

■）農牧（中華1年）  了．5サも  さ．2Iも  ロ％  

ヰ．Z  未成年奪の喫煙をなくす の  b）男性（榊3年）  き8．9サも  之1．7％  ¢サも  

（醐している人割合）  ¢）拙（中華1年）  8．8つち  2．4％ ・  OIも  

め女性（轟検8年）  16．6％  9．丁サb  ○％  

ヰ  
（分膏を秘している割合）  

た  J公共の書  

ば  1′・二・l  89．ヰIt  10Dサも  10ロー●  

政令市専  95．9％  1仰  100％  

公   ら0．7†鴨  拍．7サb  1DO％  
l月   及  

及   像腱新  g6．59も  100●i  1帆  

b‖醜■  48．3％  5石．9Iも  100勺も  

（知っている人の割合）  

■）蜘葉の轟い分煙に関する知  農性 丁7．朋も      100％  
こ一・－ノ  女性．フ甘0％  

辣   
」．4  32．9％  き9．7％  1仰  

南   
蒙1仁dd瞳   煎‡：‡二；  

▲雨ニ                                                                                                       軒≡車  

■－∴・二                       ミニミニて】：               豪 ：揮  瞭■而 引■二叩 陣 
：：二軍   

5．1  さtr＝厳粛する人申渡少 も人 山奥性  ヰ、1％  5．4‰  3、2％以下  

（多量に蝕漂すの濾少）  b）餓  b8，も  0．7附  G〕多量に飲酒をする者の割合  
の2割削減  

5  d共性（ヰ肇3年）  26．0％  16十TIl  0％  
ア■  

ル  b）諷性（搬3年〕  E3、1％  38．ヰ％  ②未成年看の飲酒者をゼロに  

コl   

G）女性（中華唱年）  16．匂％  14．丁，も  0％  する  

Jレ  d）雑（臓3年）  a6．1％  別乙0％  0％  

5．3  「節度ある適丘な飲酒」の知鴇の書及 （知 50．3サも  48▲8％  1DO％  

っている人の割合）  b）女性  47．3％  49．7サb  10D％   

幼児期のう触手防  

6  ■）全国平均  59．5％  68．7％  宮上幼児期及び学童期のう蝕   
（う歯のない幼児の  予防  

■）全冨平均  3g．6サら  37．8早島  50％以＿上  

②喫煙の及ぼす健康影響の  

8）全毘平均  209％  〈車軸  22．GIも  
15％以‾下  知識の普及  



8、ヰ   一人平均う抽の 1 
（人平均う甘搬－   l）豊凶平地  ！．こ≡  1．甘歯  1曲以下  

45．  

6．5   フッ化戦記台場慮剤の優用の僧 （児童のフツ化物配合歯虚刹せ用   加 ヰ）   白）全国平均  （参考  52．5Iも  90％以上  

■剖的な歯口三■播  
8．6    加 （；払 a）全国平均  

1之．8†ち  

（書考鶴）  16．5鴨  30％長1上  
妄1象に書けた   

成人晰の歯用蠣予訪  

○）40■  
32．  

6．7   遺行した歯周炎の軽少  
（参考  26．8サら  22％以下  

6  
b）50■  

4    6．  
参考   ヰ22争も  a8％以下  

歯 の  19．3サも  3g0％  50％以上  

．  

靡  
b）50■（4吉相54且）  17．8％  ヰ○8鴨  50％以上  

慮  

8．10   ♯＃支援プログラムの普及 4．4 たばこ参照  

歯の轟先勝止  

鶴q■で2ロ歯臥上 自帥嚢をキする  25．0サi  ヱOI●以上  
8．1l  

伯甘叫書書す烏   出別鳩拍ほ－64鍵）2ヰ由以＿   44．1％  80．2恥  50●も以上  

定期的な鶴石は去や歯面清掃を受lナる  圧  
8．1王    人の増加  ■〉60慮椅5－64塵）  5．99も  43．之Iも  80％以上  

r一基1量l■に曹けた人由劃合）  

8．1：！   定期的な揚科檎鯵の受鯵暑の■加 （過去1年¶lこ繋什た人の割合）     ■）60■（55－6ヰt）  16．49も  36．7Ii  80％琵l上   

7．I   成人瑚由川畑▲少  1．1栄養・量生活参照  

7．ヱ   日♯生活における歩数の増加  之．2 ■体活職・暮勤参照  ①メタポリツウシンドローム  
丁．‡   十・1ともにバランスのとれた食事  1「8 業暮・食生活参闊  （内腐脂肪症候群）に着日  

した健診t保健指ヰの徹底  
丁．4   ●露錆檎鯵¢蜜鯵¢優鷹  

（受けてい鳥人の虫）  ■〉櫨オ輔賓鯵書  4，6丁き万人       正 5．8    鯵肴■ 5q万   ヨ 人★    8，さ¢○万人ムl上  

■閣曲♯鯵賓鯵鶴の■杜躊書の蜘  一色eLT≠  74．2書i  ②一次予防の充実  

丁．占    （■闊細蜘こおける珊よ書の事 鐘榊鳶鯵ヰ）     山  74，8％  76．α鵜  100Iも  

丁．8   ■棚倉■響の増加珊  ■）■覿■薇痍薔膿  690万人  
⑧糟尿病予防のための戦略  

（縫針せ）  
研究暮の推進  

7．丁   鴨腰ポーホ書の治■の蜘  
（治♯■檎している人の椚台】  ■）書毘■有蠣■の治l■蜘畢   45OIも  50．6Ii  1（）OIも  

（合併症を発症した人の数〉  

▲）■艶痍性t丘  
（■贋欄ほH取正によって新規l＝人 エ透析義人となった血書   10．7之9人       正 13    鬱 ．0  有償） 之0人     11．7ロ0人  

丁  
（合併症を★する人の数）  

尿  二糊i川＝田  ■1中  

病  

瞳：          日   ・     】   ＝．・・      ：：・1ざ：・l章二・雉i嚢童  

メ抑夕繋シF巨÷ ＝ノこ一一                            出血以上 ：二：t露出 ：：樹肇榊  

■I：  神郷醇＃蕪 欝〉府杜鱒御       ：：軒御簾・：：：：：こ：二二                              虎Il集塵           珊脚絆搾押印叩搾                                      筆陣苓♯中内ヰ  

：：埠㈱掛率：：                             三 ≡」ニ  奉   

8．1   t壇露取土のよ少  1．ヨ 業濃・食生活蓼膚  

¢．2   かノウ▲無恥tの増加  ●）成人  （彰メタポリックシンドローム  

乱3   成人の㌍講書の＃少  1．1兼聾・食生活参照  （内臓脂肪症侯群）に着目  

8  2．8 抽活動・1助♯網  
した健診・保健指導の徹底  

日  （蓼考慮〕平均最大血圧  男性182．7什－mH■  女性1之8rZm¶H■  †  ②一次予防の充康  
環  
暑  4．たばこ参照  

病  ■）男性  1D．5％  12．1Iも  52％以下  
⑨研究の推進  

（礪血l王虚の人の割合）  b）女性  17．4Iも  17．8サ～  8．7％以下  

8．8   糖尿ホ肴ホ書のま少  7．6 ■儒■参康  

d．9   飲酒対千の売薬  5 アルコール蓼照   
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生活音サの祝事辱による明朗の減少（推計）  

全体  11D．0  102．B  †  

鮮車中死亡率しし白1ロ万対）  男性  108．8  89．8  †  

女性  113．1  lOヰ．5  十  

全体  18万丁．8T9人      12万さ．065人  †  

駆卒中死亡数  野性  8万6．5之g人      8万1，昏4丁人  †  

8  女性  7万乙200人      8万7．508人  †  

全体  5丁．2  5ち．ら  †  

丑   野性  8空．鬱  68．ヰ  十  

日 病   
女性  81．8  50．0  †  

全体  7万1．678人      丁万1，ヱす6人  †  

丘血慢心疾患耗亡散  男性  さ万8，ら8ち人      a万8．01■人  千  

a万う．11之人      8万2．271人  †  

g，1  たばこ対策の充輿   ヰ．たばこ参照  

9之  食塩輝取量の翼少   1．3 栄養一食生冠参照  ①がん検診の推進  

9ユ  野葉の摂取tの媚加   1．4 栄士・食土着参照  

1日の食事において、果鞠猿を摂取して  
9．ヰ   いも書の増加  ■†成人  298％  68．5％  ②一次予防の憎偲  

（摂取している人の割合）  

9  1．2栄養・1生活参照  ③第3次対がん総合戦研究  

grt芦  飲酒対策瓜充よ   5．アル⊃－ル○欄  
等の推進  

が  
ん  ■）讐がん  （参青嵐l 1．401万人      l．777万人♯   乙100万人以上  

b）子音がん  （聯考鴨）  
1．之41万人  

8．10  ん機鯵の董診削増血 （捜絶妙薗敷ト  G）軋がん  
（参考♯）  

1．084万人  

心肺がん  正  
1．0  

○）大欄がん  （番地 1．231万人      1．現ほ万人★   1，860万人以上   

注）  

中間実績値等は平成18年8月現在の数値である。  
＊の中間案績傭等は」豪定時のベースライン値を把握した調査と中間案積値等を把握した訊重とが異なっている戦債。  

♯＊の中間実績値等は、食品成分表の改訂にともなった藍t変化畢の換算が必要な  
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‖t 健康日本21代表目標項目一覧  

［コ 新規目標項目  

適正体重を維持Lている人の増加  
一掃席病、循鱒器病にて再掲】   

覇食を欠食する人の減少   

女性（中華1年）  a、8％   2．4％   0％  

女性（高校8年】  15．6％   9．7Iも   0％   

分煙を稟施している割合  

公共のIl）  

都道府れ 89．4サも   100％   100ウも  

政令市等 95．計粍   100％   1009も  

市町村  507％   さg．丁％   100％  
公共の場及び職場における分煙の徹底及び効果の 書い分煙lこ関する知識の晋及                                              魚島所  95．59も   

たばこ  100サら   100％  

【循環器病、がんにて再掲】  書場）  40．8％   5写1⊆けも   1（）0％  

効果の高い分煙に随する知鮭の普及   
f知っている人の劃含）  

男性   丁7．4†も   10D％  

女性   －   790サム   1001抽  

寮I堅支援プログラムの普及   禁煙支捜プログラムが   
に丁互嬢1   提供きれている市町村の割合  －   

89、7％   10（】l殆  

夢tに飲酒する人の割合  

多tに飲酒する人の凛少  男性  4．1％   54サ白書   8＿2％以下  

女性  0．3t旭   0．79も＊   0．之サも以■下  

飲酒している人の割合  
アルコール  
【循環器病、がんにて再掲】  男性（中竿8年）  之54恥   16．7％   0？も  

男性（高校3年）  51「59も   

未成年者の飲酒をなくす  
88．49も   0％  

女性（中学3年）  172サb   147％   0％  

女性（高校8年）  35．計牝   3210％   OIも   

栄養一食生活  
【身体話動・運動、糖尿病、  

】   認知している国民の割合の増加  
80％以上   

喫煙している人の折合  

たばこ   成人の喫煙者を減らす  男性（20概以上）   43．3Iも   3（lち以下′ノユ邸i以下  
／2訊以下  

女性（20嵐以上‡   1之．09も   10㌦以下／1飢以下  
／5ち以下   
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描＝⊥＝≡「≡  

籠輔童謂 藻藩煎斬轢画瑚穎譲輯附壷．．．．．，       ・ソ・・・・・・′・1■1二骨ンこ・＝・・1＝こ＝廿こ、．1ソ   
分野   日榛項目   策定時のベースライン価（または参考価）  中間案轍値   ≡こ＝⊥   

循環器病  健康診断を受ける人の増加  
（糖尿病）  く糖尿病榛皆の受静の促進）   

4．573万人 【参考値）   5．850万人ヰ  6．860万人臥上   

胃がん  1．401万人 （参考値】   1．777万人♯  2．100万人以上  

子宮がん 1．241万人 （参考値）   1．056万人書  1．860万人以上  

がん   がん検診の受診者の増加  乳がん  1．064万人 （参考値）   B42万人＊  1．60（）万人以上  

肺がん  1．023万人 （参考価）   1．100万人■  1．54D万人以上  

大揚がん 1．之81万人 （参考傭）   1．432万人＊  1．850万人以上   

！企虚  

糖尿病   糖尿病検諺受診毯の事後指導の推進   こ二・  ●一  ■▲ト   742％   1001鵜  

女性  746％   了5．0く姶   100†も   

糖尿病  メタポリツタシンドローム（内陣脂肪症陰群）の  
25サも以上の減少  

1．g由万人  
【循環器病にて再掲】   該当寺・予備群の減少  

（平成2†年）  

（対平成細年）   

特長健診健康診査の受診串  

メタポリツタシンドローム（内臓脂肪症候欝）の概念  
糖尿病  

平成19年度に設定  

【循環器病にて再穂】  
を  

導入した健歯・保健指導の受診者数の向上  特定保健椅議の実施率  

平成柑嘩度lこ投定   

柴■㌍葦＝茸畠′畳語薄1・凧・・・・鞋霜寒控毒草㈱鞍芸拝ま酷， ．．，．．．．卜▲．1．・．・．．糎  
分野   目標額目   策定時のベースライン≠（または参考値）  中間実横値   目標値   

休養・  自緑青の減少   al，755人   ユ0．247人  2之－000人以下   
こころの健康づくり  

（学齢期のう蝕予防） 一人平地弓1鎗艶の滅′わ   
全国平均（†之牡）  2．9曹   1．9歯   1せ以下  

歯の健康  （歯の震央防止）  
80傭（75・→84慮）ヱD歯以上 11．ち％   之5．0％   之0％以上  

80鯉で20菌以上、60歳でヱ4歯以上の自分の歯 を有する人の増加           60邑（55－64止）24歯以上  44．1サも   60．2％   50％以上   

糖尿病  糖尿病有病者の増加価抑制（推計）   牡鹿痛有病者散  690万人   740万人   †．000万人   
【循環器病にて再掃】  

蔦脂血症の人の割合  

嘉鰯血症の減少  男性  10．5ウも   12．1％   5．2％以下  

女性  174サb   17．8％   8．7％以下  

鮎卒中死亡ヰ（人口10万封）  

全体  110．0   1ロ2．3   ナ  

男性  106．9   99．9   †  

女性  113．1   1045   †  

駐卒中死亡数  

全休  1百万7．819人   12万9．055人   ↑  

循環器病  男性  6万5。52⑳人   6万1．547人   †  

生活菅慣の改善等による循環器病の減少（推計）                                                                                                  女性  
7万2．之gO人   6万75D8人   †  

止血性心疾患死亡車（人口10万対）  

全体  5丁．2   56．5   十  

男性  629   63．4   †  

女性  51．8   50．0   †  

虚血性心疾患死亡数  

全体  7万1．678人   7万1，2∈さ5人   †  

男性  3万8．566人   3万9．81A人   †  
立件  3：万3＿112⊥   3方2．之71人   

注）  中Ⅶ菜種l阻腋平成18年8月現在の黎Ⅷである。   

↑  

≠の中間実績値は、策定時のべ什スライン値を杷増した調査と中間案績値等を把握した加萱とが異なっている数吼  
†は、目横倍としての設定はな手れておらず、他の目標硯ヨの速成度lこ応じた推計値が一己蝦されている項目。  
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